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7 月1 日に晴 M I C c による日, ' バスW レに参

〕させて1l Ⅲた. 見学先は 高r 市か',ら美術11 常

滑市雄日味の財とI N A X 荷生市器と, イ,レの■ウ

そして世界●タイル侍4″常 岩のある資料点とぶⅢ沢

であった. 身近な賢知げ十■:Ⅲ情報とIクて去すになら

所を白を,桟会を停られ ヨ1付に消把すべきnITⅢ芳と■っ

た。電T ,1夕かったので興味洪かった所を拡枠しキ‖十

する。

内十]F 杜注予り' わら美lj館 よ 戒回拘|のデ十イン

●市民のコの場としてキヽ用され文度国のと ' モ

ニュメントの有ご情曲線を生かした■らかなデザイ

ンに詑rll者のせ試をさした、需印人の館では せ

物と仕込みⅢのみそ rtに工 ] 1 0 年のL 史を感

じ そこでの昼食もおいしかをたち・ 食後のアイ

スクリームの味 |ネそアイスとlF 艇アf ス, は

ここで, か味わえす 栄味深Ⅲ味であった

タイルや物,台は l C として一兄の価侑とりで

ス本イン イギリス イラン■のタイルの色 世

l■の■しきと 日本のタイルのしみさ ■ゅうヽし

さをました。最後にI N A ヽで保存され官型され

ているやは につ嗜くボール トのようなアー■天

井 性のアップライトによりああ色 (示ホ) にお

がやく内壁は に■的年論を持った本4カの迫力が

あった。お酒で 生ヽみたくなる居心地のR Ⅲ空間

であった。
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日目…確嘉護密―
久谷陶ま村
浸蔵五十吉実術衛

一  大檀ギヤラリー ー

壺沢全B 空~
 ホテル〉B

能章島
万ラス美術館2 日目― 金沢芸術村

諄 写真を、あいこくのイ=事寺で参コDできなかつた万々にあ層けします ! 章

へ 大好評だつたJし陸
―泊研修旅行。参〕8された方々の興奮さめやらめ声と メ

ト
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―秦晴らしい人との出会い一

「k J で深く心に, るせ)のi それ i素晴

らしい人との‖会いですt

今回のH
‐
行では 1今択‖「民芸術liJ のキ!

長きたのお話を何うこと|`できて十七てL

た .

地域になると思います。

一金沢市と市民とのあたたかいかかわリー

今年はどんi すばらしい建物に出会える

かしらと旅行の甘打i lr■くと楽L みに思い

ます. 今回!J又 期告,日" のイ放な旅にな

りました。4年に2 ■日の全ポ市民r 術liの

十)長きたのお話が印卓深く 市と市民との

| かわ, がとてもちたたかく 机 ′みをき

じました. 束三河の地域においても t の

様を形で文化労f言って,■すたヽすばらしい

千木良万里

平井か津子

―査沢市政の懐の深さにカルチャーショックー

紡造工場の倉序を■千J用した 「生沢市民芸術1) | の処物は 設計も ライテインダも宗H言らしかった

のです労i それにもll して市民の日主性にネづいて工吉を任せ ている全沢市政の
・
懐の深さ 卜1カルチ

エーシヨックを受けました. 「ll人十■J 然,  青成するⅢl■tと 自ら■ぶことや 創りだすことに

歓びを見い出してい(市民たち'i やがて今沢という仁や文化を形成していくのでしょうね.

(全沢市民になりたくなつたとよはしっ子) 原日ひろ子

― i C にとって一番大切な事を教えて頂いた一

「志匠的に優れていても 気候工上やにい手

の事を考ばしよけれ■ 本J に優れているとは

番大切なⅢを教えて頂きましす
、

十
１
　
　
，

・　　　メ
】

い
　
　
」に

な
　
Ｃ

た
　
Ｉ

言

■
ヤ_ ●

||えば雪の|1学館で十よ 北性キ1有の曇天に対

して 巧ネに= 本比を来り人れた設計にな, て

いました.

例えば今沢Ⅲl民芸15村では 利用者の芸1,創

と吉nlを振三十てるように t れぞれに黒なっ

たi つのはい空間があるだ, で 利中言が各問

をやサとしていくのです。

は長とんゃ村長さんから巨嫁 建物をとった

格ヤ'や特長 仰き, 話しを聞く事ができ また

■味しい資べ物にももりなえ M I C c とうて

まの研修旅行r した 草次加代子



―慕敵な業術臨ばかリー

金 F  は2 回目になります。何度訪れてもいい所ですね古アートあり、グルメあリ レトロあり と

大変恵まれたほ力ある所ですよね。特にそう実はしたのは全沢市民芸術村です。市民の意見を積極的に

取り入れる事で上手( 運営されていて、デザイン性にも無鉄がありませんでした。また 雪の科学館や

浅蔵五十吉美術館ではアプローチ方法に感動しました。徐々に変わる自然の光景を感じながらエントラ

ンスヘー。建物の中は設引者の意図したストーリーが訪れた人々にさりげなく語られ、和ませてくれて

いました。ここまでセンス良く、気配りの行言届いた建築物もそうないんじゃないのかなと感じさせる

ま散な業術錨ばかりでした。

初めて参カコしましたが 皆さん調しく気さくな方ばかりで楽しく想いは深い旅行となりました。これ

からも宜しくお願いします 1                            後藤和代

一伝統的な風物十新しい魅カー

今回も充実 , た内容の企画に感動しつつ 参加

させて頂きました。北隆への派は初めてではあり

ませんが 信統的な風物に新 しい魅力も加わった

素敵な空間をを所訪ねることが出来 楽しい2 日

間でした。

白山を望み、素|卜に, む中谷宇吉郎 雪の科学

郷は 再訪 したい程気に入つてしまいましたし、

ス金沢市民芸術村は E lt般工場が現代の建築

芸術 文化によって離り 市民と共生 していまし

た。公共の場が 市民を助け育てるという姿勢

遷告されてみえる館長さんのていねいな説明に加

打たれました。

M I C C できまざまな地を訪れる機会を得まし

たが 空間の有 り様が人に与える影響力は甚大で

す。良いもの、素敵なものを見械けることが 性

事にも必ずF_ 映されることを信 じています。

清水まゆみ
一特に金沢市民芸術村の村長さん 1-

今回のjF行も、見学したとこるは首面白く、特に

金沢市民芸続村での村長さんのお話はとても興味深

くきかせていただきました。少し縦ばりすぎたかな

とも思われましたう〔 どれも省きたくなかったので

仕方ありません。M I C C の旅行は初回からずっと

参加してますか、 「ハズレJ という時はなかったの

で来年も是井参加したいです。

一果味はデサインされた建物とそのロケーショレー

美術館めぐりで 展示された作品を鑑資するのは

当然ですが 興味があるのは器であるデザインされ

た建物とその' ケーシヨン。躍示された作品に会う

までのアプローチの方法で いろいろな発見や楽し

みがある事です。今回の研修旅行もとてもG 0 0 D

杉浦高淳実

でした。 松下員椅
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今回の住宅展で i c についてのアンケートをと

ってみました。 篠 答数 1 3 7 )

1 1 1 インテ「,ア 」―ティキーターという残★の

ネ市を知●ていますか,

，

一

よい  1 2 F 人

いいえ 1 0 人

インテリア J ―ディネーターという鳩業の

内合 十どういう仕事ⅢⅢ を如ってr ますか。

七1  ヽ l o 2 人

いいた 2 9 人

どちらともいえをⅢ 6 人

13 ' 今回のN I C C つ展ホ7 - スで果「l洪かった

のと何ですか=

こインテ, 7  コーデ | ヽ―ション コンテス

卜を章作是り展示 5 0 人

2 インテツ,  コーディネーターが推店する新

4 4 人
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が 職能に問して よ1 人の内 1 人う1知らない 文 =
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研修舎 & 茶話会 /
'
97 11 23 /カリオンビル

1 中部ガス(株) ～住宅設備機器のご提案～

2 中部ホームサービスステーシヨン
～輸入資材E 関して(特こ輸入キツチン)～

臨

‖

今回 研修Pl年打i Ⅲn人虐材に岡して という■で 私の

仕事内企にもH 係あったれ 大変勉的にな, ました. お前の

Ⅲて  今J 1 0 , つ テイ, スタイルを|“っていて 初めて

仕事につt ■る と] わ'した“わ●白象強く残りました。

また 前半にt ' ス関係のl■t ttFF桟掃についてのお話も

あリ キ, り自分F)■市の中でttと| とヽか気づ" ない事 十ヤ↓

えIJ ttil世にも補iらとを融けて|ヽ しいと言われた事) とと

■宇ⅢⅢⅢ'で| たと思います。

1つて 多ヽくのrtを覚た これ" らの仕事に生かして行く

れ 次同, |)も石I修こな加していとたいと思い= す

太口雅代
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